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佐渡市の取組について（農業の価値を未来につなぐ）

■2007年 「朱鷺と暮らす郷」認証米 制度設計

佐渡の農業を取巻く二つの危機
「トキと生物多様性の喪失」と「農家の疲弊」

なぜ有機農業に取組まなかったのか？
高くて誰も買えない米を作っても意味がない
チャレンジする農家が少ない

みんなができる「生きもの」と「環境」への配慮による付加価値づくり
購入してもらえる価格帯での創出 佐渡は５割減を選択

■2011年 世界農業遺産の認定（５割減がスタンダート）

■2021年 有機農産品を消費者が求めやすい価格にすることへの挑戦
有機農業をスタンダードへ
ほぼ同時「みどりの食料システム戦略（2021）」（令和３年５月）発表



佐渡米を分けると（イメージ図）
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佐渡市が認証
（2008年～給食で利用、一般米との差額は市とＪＡ（農家）で折半）
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佐渡市の取組について（農業の価値を未来につなぐ）

[生きがい/地産地消/学び]
地域団体

[波及効果/取組拡大]
専業農家

農家以外への拡大

[収入/品質向上]
兼業農家

（一定の価格での買取希望）

[必要性/働きがい]
農福連携

科学的証明
安全性/栄養価
勉強会の実施

方向性設定
有機ＪＡＳ
生物多様性

栽培技術
品質向上
品目検討

流通/販売
さどまるしぇ

子どもへの
安全安心な
農産物の提供

ＳＡＤＯＳＡＮオーガニック 意見交換（R3.2.10）

大学
（連携協定）

ＪＡ
（耕畜連携）

佐渡市
•「有機で何を目指すか」収益？多様性？

•取組む人のやりがい、食育、プロセス

農福連携

⇒ 保育園に提供

•経営できないと意味がない

•野菜は買わない、佐渡各家の地産地消率

専業農家

⇒ 保育園に提供

•高齢者のやりがい、地産地消はやりたい

•安くてもいい、お金の問題ではない

地域団体

⇒ 保育園に提供

•地域でのやりがい

•子ども達に安全なものを食べさせたい

地域団体

⇒ 小中保育園に提供

•分析による安全性・栄養価等の提示

•知識の普及啓発、課題解決支援

大学

土壌肥料学・有機肥料活用

土壌微生物・残留農薬等分析

佐渡市（農業政策課×子ども若者課連携）

各保育園との需給調整

取組基準設定・推進プラン作成／各取組み実践チーム支援

普及センター
農技センター

安全安心なＳＡＤＯＳＡＮオーガニックを子どもたちに届けたい
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【さつまいもごはん】
自然栽培認証米
さつまいも

【豚 汁】
だいこん、ねぎ、味噌

保育園 １３名

【渡辺市長】
食の安全・安心をできるとこ
ろから届けたい。生産者の意
欲向上や食の島、環境の島を
推進することにつなげていき
たい。

■吉井有機給食応援隊（令和３年７月結成 ▶ 提供開始10月）




